






































































































































































































0仮刑律 （明治元年 1月） 名例一名例本条有罪名
[2］若本罪重カルヘキモノ其犯ス庄知ラサルハ軽ニ就テ論ス



















































































































































































































丈・副文という文法用語もある） (principal and subordinate sentence）から成る
複文（complexsentence）が構成される。これに対して，等杭接続詞（coordinate






















選言（p v q），含意（内含ともいう） ( p→ q ），等値（p三 q）の5種類で
あるが，否定以外のpとqとの2項結合うち，前項と後項を入れ替えた場合，








ら「逆は必ずしも真ならずJ( q→ pの場合， q真－
p偽が存在する）と言われるわけであるが，「必ずしも～ない」というのは「真




























































































































































































































































































えば， ドイツ民法第 123条第2項第2丈の条文「5123 Abs.2 S.2 BGB」と略
















































































































































































































































































































































































































広島法科大学院論集 第 12号（2016年） -145 
していないが，論考の出発点は，常にこれらの書物である。でも，なぜこう
なのかというわけを明らかにしたくて，ああでもない，こうでもないと考え
続けている。
ある内容をどの形式で， どういう丈言で表現するか，その選択の判断根拠
はどこにあるのかを探し求めて途方もない迷い道に踏む込んで、しまった。本
シリーズでは，法令用語の解説を単なるマニュアルにとどまらせないために，
できる限り，法制史的知見を参照しようとしているが，そこで、浮かび、上がっ
てくるのは，結局，翻訳に伴う訳語確定の苦闘の歴史であった。それが法令
用語ということになると，さらに定型化の工夫が上乗せされてくる。
「多様な表現の底に同ーの思考構造が存在することを発見するJという論理
学の立場と「同一構造をもっ思考内容でも表現・表出の形は多様だ」という
レトリックの立場の相剖である。そぎ落とそうとするロジックの方向性ι
どんどん付け加え，飾り立てようとするレトリックの方向性のいずれもが，
表現者としての人間の思考に内在する対立である。レトリックはロジックで
統御できない。
本稿のテーマである仮定的条件を表す「場合」と「ときJ，時点を表す「時」
ということ自体はさほど複雑ではないが，その使われ方の様々のパターンを
示す適例を選択するのに予想以上に時間がかかった。ある一つの例は，他の
箇所の例にもなるということも再三であった。だからこそ，引用条文に「場合J
「とき」「時」などが出てきた場合にはすべて下隷を付しておいた。もっと時
聞があれば，もっといい例が見つかるかもしれないが，最終的には，かなり
~8意的な選択になってしまった。結局「語感」の違いと言われると，そこで
立ち止まらざるを得ない。「場合」と「ときJを論じるのに，地の丈で「場合」
と「ときJを繰り返し使わなければならず，絶えず「語感」が問われ続けた。
「語感」という曲者をどう処理すべきなのかは，今もって，わからないままで
ある。
律令の歴史に立ち寄ったことが，思いがけない息抜きになった。これまで
146 場合・とき・時・であって もの（平野）
過去の法文や外国の法文を見る機会があっても，専ら内容の理解に精力を割
いていた。しかし内容と同様に，あるいはそれ以上に，語・丈の表現選択
にも目を配るべきだと感じた。たとえば，ローマ法のラテン語法文について
も，言語表現という視角，つまりレトリックの観点からの見直しの必要を痛
感した今回のテーマであった。
今回のタイトルは，論述順序とは必ずしも一致しないが，「場合」と「とき」
が併用されるときの大小，「とき」と「時」の使い分け，別種の二重限定のパ
ターンとしての「であって・・・もの」という順序で並べており，本シリーズの
他稿同様，幾分かは記憶の一助となることを願っている。
